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　けがや病気で働けないときに給付金が受けられる「傷病手当金」と、退職後も健康保険組合に加入できる「任
意継続被保険者」について、次の改正が行われます。

　傷病手当金の支給期間は、支給開始日から起算して
１年６カ月を超えない期間とされますが、がん治療で
長期間にわたり休暇をとりながら働くケースなど、治
療と仕事の両立を支えるために、働いた期間を除いて
1年 6カ月を通算できるようになります。

　任意継続被保険者になると任意で脱退する規定がありませんでしたが、被保険者が保険者に申請することにより脱退で
きるようになります。

　任意継続被保険者の保険料決定のもとになる「標準報酬月額」は、「退職前の標準報酬月額」と「全被保険者の平均標
準報酬月額」のうちの「低い額」が適用されていましたが、健保組合が規約を変更すれば「退職前の標準報酬月額※」と
できるようになります。

●傷病手当金の支給期間の変更

傷病手当金の改正

●本人の申請による資格喪失が可能に

任意継続被保険者の改正

●任意継続被保険者の標準報酬月額の決め方の変更

加熱式タバコにも受動喫煙のリスクあり!
煙が見えない

　近年普及している加熱式タバコは、加熱によって発生し
た蒸気を吸うため、煙が見えずにおいも少なくなっていま
す。2020年に施行された改正健康増進法でも、加熱式タ
バコ専用の喫煙室であれば、飲食をしてもよいことになっ
ています。こうしたことから、「加熱式タバコによる受動喫
煙のリスクは、あまりないのではないか？」と考えている
人がいるかもしれません。

　加熱式タバコは販売開始から歴史が浅く、使用と病気や死
亡のリスクとの関連を科学的に証明するにはまだ時間がかか
ります。しかし、加熱式タバコの主流煙には紙巻きタバコと
ほぼ同レベルのニコチン等の有害物質が含まれているとの報
告があるほか、加熱式タバコ使用者の呼気に特殊なレーザー
光をあてると、大量のエアロゾル※1を出していることがわ
かります。加熱式タバコに似た仕組みの電子タバコ（日本未
発売）のエアロゾルには、紙巻きタバコより濃度の濃い有害
物質も認められており、WHO（世界保健機関）では「受動
喫煙者の健康を脅かす可能性があると考えることが合理的で
ある」と指摘しています。
　煙が見えないからといって、受動喫煙のリスクがゼロとは
いえません。加熱式タバコも、保険適用の禁煙治療が受けら
れます※2。大切な人を守るためにも、禁煙をおすすめします。
※1 エアロゾル…気体中に浮遊する微小な液体または固体の粒子と周

囲の気体の混合体のこと。
※2 一定の条件あり。

参考：非燃焼・加熱式タバコや電子タバコに対する日本呼吸器学会の見解
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任意継続被保険者 が変わります

※その他一定の条件で健保組合が規約で定めた額も可能
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